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「生命とは何か」なる問いに、我々は未だに明確な解答を与えることが出来ていない。問題は、３
８億年前の生命の起源以降、地球環境の変化に生物が適応して形質が進化してきた事実にある。こ
の「生命の階層性」のアフォリアは、フランシス・クリックをはじめ物理学出身の分子生物学にお
ける多くのパイオニア達を脳神経科学の分野に誘った。こうした事実は、進化の最終段階に位置す
る人間の意識の解明が複雑系科学の問題であり、彼らをして還元主義的手法の限界を実感させたこ
とにある。小生は一介の構造生物学研究者にすぎないが、こうした歴史を踏まえて、科学と哲学の
境界は現在どのような状況にあるかについて感想的私見を述べてみたい。 
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